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１．はじめに 

 基礎生産性の高い海域から放出される生物起源気体は、海洋エアロゾル粒子の重要な起源である。粒

子数が増加することにより、雲は大気の負の放射強制力を増し、温暖化を抑制するという仮説が提唱され

ている。しかし、大気境界層には海塩粒子が存在するので新粒子生成は起こりにくく，海面付近でナノ粒

子の増加を観測した例は尐ない。そして、それらも自由対流圏で生成したものが高気圧下で沈降したも

のであろうと考えられている。富士山山頂は年間を通して自由対流圏内に位置することが多い。そこで、

新粒子生成のメカニズムを調べるために、2006年から夏季だけではあるが、山頂においてサブミクロン粒

子の粒径分布を測定してきた。また、エアマスのトレーサーとしてのラドン濃度を測定している。今年度は

新たに、イオン誘導核生成の寄与を調べるため小イオン濃度を、雲生成の寄与を調べるため雲凝結核濃

度を測定した。 

 

２．方法 

富士山測候所（標高3776ｍ）と山麓

の太郎坊（標高1300ｍ）において，

2010年7月１7日～8月25日に観測

を実施した。観測項目は，直径5nm～

5000nmの粒子の粒径分布（TSI 3085, 

RION KR12A），小イオン濃度

（COM3400），雲凝結核濃度（DMT）、

ラドン濃度、インパクターで捕集した

個別粒子の形態観察・元素分析であ

る。 

                        図１ 富士山頂においてSMPSで測定した全粒子、 

                              OPCで測定した0.3,1, 5 um以上の粒子数濃度 

３．結果と考察 

 図１に富士山頂においてSMPSで測定した全粒   表１ 富士山頂で観測した新粒子生成イベント 

子数濃度とOPCで測定した0.3,1.0, 5.0um以上の

粒子数濃度を示す。拡散ドライヤーを用いて湿度

20%以下の乾燥状態で測定している。0.3um 以上

の粒子は日中高く、夜間低くなる日変化が見られ、

大気境界層からの輸送が予想される。また、今年

度も20nm以下の粒子が3時間以上にわたり増加

する現象が観測された。表１にイベントの回数を示す。 

 今後、ラドン、オゾン、一酸化炭素などのトレーサー、気象要素などと比較し、発生源を推定する。また、

個別粒子の元素分析、雲凝結核濃度と粒径分布の関係、小イオン濃度の変動特性について解析する。 
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